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1年生の時のある日 

 

 「お前らが3年の時はインターハイに埼玉県から2校出場できるようになる。
チャンスだからな。場所も北海道だからな。」 

 

 仲西先生からこの言葉を聞いて、目標がハッキリしました。 

 

 こんな相手に負けるわけがない・・・プレッシャーでなく普段着のサッカー 
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2年生での試合経験 

 

 先輩に恵まれ、高いレベルの試合を多く経験させていただきました。 

 

 県大会で勝ち抜けなかった悔しさをバネに… 
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新人戦 

 準決勝で武南を4-2、決勝は延長決着つかず浦学と0-0の両校優勝！ 
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関東大会～インターハイ予選 

 

 自信過剰に陥ったのか、ベスト16で松山に1-3で敗れました。 

 

 この結果、インターハイ予選は南部地区トーナメントからになりました。 

 

 浦和南とのPK13-12なども経て、勝ち続けて決勝リーグに残りました。 
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インターハイ県予選決勝リーグ 
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 初戦、武南に1-1PK負け 

 2戦目は、試合終了間際の劇的
ゴールで2-1勝利！ 

 最終戦は、新人戦を分けた浦学との
対戦 

 勝つか引き分けでインターハイ出場が
決定という試合前のミーティングで、
「勝ちに行くのか？引き分け狙いで行
くのか？」 

 全員一致で「勝ちに行きます！」 

 結果1-0で勝利し全国出場決定！ 



サッカーダイジェストからの取材と掲載 
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インターハイ＠北海道でベスト16！ 

 1回戦は国泰寺2-1、2回戦は韮崎1-0、3回戦の青森光星学院に0-1
で敗戦。強豪に勝ち、伏兵に敗れる……自分達らしさかなー 
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選手権予選はベスト4 

 

 

 

 武南が破れ本命と言われて勝ち進みましたが、浦学にインターハイ予選のリ
ベンジをされ準決勝を0-1で敗退。我々の高校サッカー人生は終止符を打
ちました。 
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3年間で得たもの 

 インターハイに出場できたのは今でも誇りですが、それ以上に、生涯の友を
得られたのが最大の収穫でした。 

 腕立て伏せの罰ゲームをやっている時に、先生が至近距離からボールをお
腹の辺りに蹴ってきたことがありました。 

 「キャプテンのお前が何やってんだー！」と叱咤されましたが、その時は緩んで
いた全体の雰囲気に渇を入れたのだと思います。 

 粘り強く逃げない気持ち、そして結果に結び付けていくことを学びました。 

 あとは、サッカーの楽しさですね♪麻雀はやったけど勉強はしたかなー？ 
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語り草 

 今でも何かあると集まります。 

 集まるとあのプレーはああだっ
た、こうだったと文句を付け
合います。 

 先日はミャンマーで頑張って
いる同期の玉崎のところに
行きました。 

 当時の試合のビデオを朝ま
で観ました。 
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先生へのお礼 

 喜寿を迎えられ、おめでとうございます。 

 個人的には、大学入試の論文添削もしていただきました。 

 先生の期待としては、自分が教師になって西高に戻ってくることだったかも知れません。 

 しかし勉強しなかったため、教員採用試験に落ち、そのまま一般企業に就職しました。 

 就職後も自分の親の理容店にご夫婦で来ていただいたり、ありがとうございました。 

 これからも元気でお過ごしください。 

 また急に飲み会にお誘いしますので是非来てください！ 
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ここで、サプライズゲスト！ 
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 今井さん（モンゴル）、玉崎（ミャンマー）との三元中継！ 

今井さんには我々の代のコーチをやっていただき兄貴的な存在でした。 



ありがとうございました！ 
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